
小松節子の
広
島
ア
セ
ア
ン
協
会
の
理
事
会
・
総
会
を
開
催
し
て
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私
が
会
長
に
就
任
し
て
初

め
て
の
広
島
ア
セ
ア
ン
協

会
、
理
事
会
・
総
会
を
５
月

12
日
、
広
島
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
の

ア
セ
ア
ン
加
盟
国
出
身
の
留

学
生
38
人
を
含
め
た
会
員
約

1
7
0
人
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
国
際
色
豊
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
』

挨
拶
で
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
児

玉
幸
治
前
会
長
の
思
い
を
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
継
承

し
て
い
く
決
意
を
伝
え
ま
し

た
。そ
の
後
、
ア
セ
ア
ン
に
加

盟
す
る
11
カ
国
の
人
口
が
７

億
人
を
超
え
て
い
る
こ
と
に

触
れ
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
は

若
く
て
優
秀
な
人
材
が
多

く
、
広
島
の
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
経
済
・
観
光
・

文
化
・
学
術
・
教
育
の
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
思
い
を

述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
駐
日
ア
セ
ア

ン
大
使
会
議
議
長
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
大
使
館
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
Ｌ
・
デ
・
ヘ

ス
ス
次
席
大
使
に
ご
挨
拶
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
次
席
大

使
は
、
毎
年
ア
セ
ア
ン
各
国

へ
の
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る

広
島
ア
セ
ア
ン
協
会
の
取
組

み
に
敬
意
を
表
さ
れ
ま
し

た
。
続
け
て
広
島
県
知
事
　

横
田
美
香
様
、東
広
島
市
長

　
垣
廣
德
様
、
西
川
ゴ
ム
工

業
㈱
取
締
役
会
長
・
広
島
タ

イ
交
流
協
会
会
長
　
西
川
正

洋
様
に
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し

た
。
㈱
ひ
ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
取
締
役

会
長
　
池
田
晃
治
様
に
は
乾

杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
国
際
機
関
日
本
ア
セ

ア
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
総
長
補

佐
　
久
保
田
有
香
様
、
東
広

島
市
議
会
議
長
　
奥
谷
求
様

も
来
賓
と
し
て
ご
出
席
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
広
島
ア
セ
ア
ン
協
会
は
、

ア
セ
ア
ン
諸
国
と
の
結
び
つ

き

を

深

め

る

た

め

に
、

2
0
1
3
年
に
設
立
さ
れ
た

全
国
で
唯
一
の
民
間
レ
ベ
ル

の
交
流
団
体
で
す
。
設
立
以

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
の
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
6
年
度
の
事
業
は
、

在
日
ア
セ
ア
ン
大
使
を
広
島

に
招
い
た
交
流
会
の
開
催
を

柱
に
ア
セ
ア
ン
諸
国
へ
の
視

察
ツ
ア
ー
の
実
施
、
ア
セ
ア

ン
諸
国
の
留
学
生
の
支
援
を

継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
メ
ン
テ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
社

長
）

　総会で挨拶する筆者（中央）


